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る細胞であっても，これを嫡齢の若い婦に移植すると

発育して完成卵を形成し得ることが確認された。

家蚕においては，桶期間の末期（ほぼ羽化の5日前）

に卵巣管上部のかなり発育した卵母細胞が発育を停止

し崩壊する退化卵の現象があり，それより上部の細胞

も順次退化することが知られている。したがって羽化

後5日間を経たものでは相当数の細胞が退化崩壊して

いると思われるが，上記実験のようになお多数の完成

卵を形成し得ることは，未発育部分の細胞は発育能力

を失っているものではなく，単に峨体内の生理的条件

によって発育を停止しているに過ぎないものであるこ

とがわかった。

実験2　未発育卵母細胞の絶代的移植

実験1において，蛾の未発育部分であっても完成卵

を形成することを確認したが，完成卵調査中に完成卵

またはそれに近いまでに発育した卵母細胞以外に卵巣

管末端の部分には，なお発育できると思われる卵母細

胞が観察されたので，その未発育部分を再び化嫡2日

員の無卵巣蛸に移植し完成卵形成数を詞べた。その結

果を第2表－1に示した。蓑に見られるように第1宿

主において10～72位の完成卵を形成し，その未発育

部分を再び移植した第2宿主においても18～57　粒

が完成卵となった。

第2義一1　羽化後の未発育卵母細胞の
継代的移植

　 提 供 者

（蛾の未発育卵母細胞）
受領者（化 婦 2 日日の無卵巣嫡）

軋 ＊第1継代造卵 敷 第 2 継代造卵 数

1
5 8 粒 1 8 粒

2 1 0 5 7

5 7 2 5 2

＊未発育卵母細胞を次代に移植する

第2表－2には同じ移植を第5宿主まで行った結果を

示したが，第5宿主においても59粒の完成卵が形成

され，その上部の卵巣管にはなお発育可能と思われる

細胞が存在していた。この実験は第5宿主で打ち切っ

たが，完成卵の増加を伴う卵巣管の成長は生理的条件

が備わっていれば無制限に行われ得ることを示唆して

いると思われる。

第2義一2　羽化後の未発育卵母細胞の
継代的移植

継代

提 供 者
葛 篭 琵 ） 受領者 （化蛸 2 日目の無卵巣婦）

供試蛾数 卵巣発育頭数造卵数 備　 考

第1代
ガ ガ 粒 書房郡 部 讐

る。
24 20 5～4°

第2代 20 7 7～54

雷管雪空昇雛

移植する。

第5代 7 1 59

家蚕において卵母細胞が退化または未発育に終わる

現象が，いかなる機構で生ずるかは明らかでないが，今

回の実験結果から桶末期以後における体内生理的条件

の変化によって，卵巣管上部の特定の卵母細胞は退化

崩壊するが．それよりさらに上部の若い細胞はこれを

卵母細胞を発育させるに適当な体液条件の中に移せ

ば発育して完成卵を形成する能力を持っているもので

あり，しかも卵巣管末端部においては，適当な体液条

件が整えば，次々と新しい細胞が増殖され得ることを

示唆している。

繭層重および産卵数に及ぼす給与桑の影響

水沢　久成・笹原　重雄
（農林蚕試新庄原義種試）

1　ま　え　が　き

原蚕飼育は卵の生産が主目的で．繭の生産を目的と

するものではないが，一般に雌蝿の体重と繭層重ある

いは産卵数との間には極めて高い正の相関々係がみら

れる。したがって原蚕飼育において産卵数を多くする

には，蛸を重くすることが一つの方策であるといえる。

筆者らは原蚕飼育における桑薬の質および量の2要素

が，種繭および産卵に関与する条件を明らかにする目

的で，5齢給与桑の硬軟，桑菓水分および給桑量を違

えた場合の単位桶重当たりの繭層重および産卵数（産

卵効率と呼ぶ）について比較検討した結果，若干の知

見を得たので報告する。
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2　試　験　方　法

試験は主として晩秋蚕期に実施したが，一部の試験

は春蚕期にも行った，供試蚕品種はすべて日124号

および支124号で，供試室数は1区当たり500～40口

頭とした。試験区の設定や他の試験方法については試

験結果の項で述べる。

繭層重および嫡重の測定は1区当たり雌推50個ず

つを用いて上族後9日目に個体別に秤量した。また，

産卵数の調査には上記の種繭を用いて2昼夜間産卵さ

せ，正常産卵蛾についての1蛾産卵数を調べた。計算

は単位嫡重（1㌢）当たりの繭層重は雌南層堅一一雌姉重

によって，産卵効率は1蛾産卵鱒／／廃嫡重によって行

い，その結果を比較することにした。

る　試　験　結　果

1　5齢用桑の硬軟および給与時期との関係

繭層重および産卵数に及ぼす5齢用桑の硬軟および

給与時期の影響について知るため7試験区を設定した。

すなわち，給与時期を前期（桑付時から5日間），後

期（8日目から上族まで）および全期（5齢中）の5

区分とした。また，給与桑の硬軟の区別は1本の枝条

を5等分して上位桑を歓葉，中位桑を普通桑．下位桑

を硬葉とみなした。そして5齢期を通じて普通桑を給

与する区を対照とし，全期上位桑給与，全期下位桑給

与の各区と前期および後期に，それぞれ，上位桑およ

び下位桑を給与し，それ以外の時期には普通桑を給与

する区の併せて7区を設けた。

その結果，雌婦重は両室品種ともに給与時期に関係

なく，ほとんどの場合に上位桑給与区は下位桑給与区

に比べて重かった。これらの各区における蛸壷1g当

たりの繭層重は上位桑給与区が下位桑給与区に比べて

いずれも重くなり，軟葉給与の方が勝ることを示した。

しかるに産卵効率（蛸重1才当たりの産卵数）では，

両蚕品種ともに全く逆の関係となり，蛸重の重かった

上位桑給与区はいずれも下位桑給与区に比べて低かっ

た。とくにその差は全期区に顕著にみられたが，前期

区でもかなりの違いが現れた。これらの結果は5齢給

与桑の硬軟の影響が繭層生産と産卵効率との間には必

ずしも一致しないことを示す。

2　5齢用桑の水分および線蚕上族との関係

前述の嫡重1才当たりの繭層重や産卵数に及ぼす給

与桑の硬軟の違いは，いわゆる薬質の差の外に桑稟水

分の多少にも一因があるものと考えられる。そこで桑

葉水分が繭層垂および産卵数に及ぼす影響を知るため

5試験区を設定した。すなわち，5齢中を当日摘みの

桑薬を給与する区を対照区として，桑菓水分を生業重

に対して25痴または40多　を風乾減量する2種類の

水分減量区と，流水中に1日間浸漬して生薬重を10

釘程度増量させた水分増量区を設けた。また，この外

に桑付後5日間だけ当日摘み桑を給与して上演させる

緑蚕上族区を併設した。

その結果，雌桶重は両蚕品種ともに桑葉水分量と高

い正の相閑々係を示し，水分減量区ではその減量程度

に応じて軽くなり，また，水分増量区では雌蛸壷は重

くなった。なお，緑蚕上族区の蛸重は水分減量の25帝

区と40帝区のほぼ中間の値であった。

これらの各試験区における嫡重1才当たりの扁層垂

は，支124号では対照区と大差なかったが，目124号

の40痴水分減量区では緑蚕上演区と同程度まで低下

した。これに対して産卵効率では前者とはかなり異な

る傾向を示し，緑蚕上瑛区では対照区に比べて10多

以上も高く，また，2595水分減量区でもわずかに勝

る傾向があった。しかし，40多水分減量区および10

喀水分増量区では産卵効率は明らかに低下した。これ

らの結果は給与桑の水分の影響がとくに産卵効率に対

して大きく現れることを示している。

5　5齢給桑呈および上瑛温度との関係

繭層重や産卵数に及ぼす給与桑の影響は，葉質の良

否とともに食下量の多少や，さらにカイコの体内条件と

も深い関連がある。そこで5齢給桑量を標準量（1，000

頭当たり正英で1占．如タ）とそれより12喀　内外増減

した多量区（21．5毎）および少量区（14．2毎）の5

区分とした。さらに上演温度を，それぞれ，22℃，

25℃，28℃とした併せて9試験区を設定した。

その結果，嫡重には給桑量の影響が明らかに現れ，

多量区では5解内外重くなり少量区では12～15多

軽くなった。しかし，上族温度間には有意差はみられ

なかった。また，嫡重1㌢当たりの踊層重では給桑星

の多少に関係なく，上演温度間にも違いはなかった。

しかるに産卵効率では少量区はいずれも15痴以上も

高くなり，多量区では逆に劣る債向があった。また，

上蕨温度との関係では25℃区において産卵効率が高

かった。

以上の結果は蛸重1才から得られる産卵数を多くす

るには，給桑量をある程度節減する方が有利であるこ

とを示している。また，産卵効率は給与桑の質や量の

要田以外に上族温度も関与することが明らかになった。

4　雌嫡重と藤層重および産卵数との相閑々係

本項では前述の各試験区について雌嫡重と繭層重ま
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たは1蛾産卵数の絶対値を用いて，それぞれの単相関

係数を求めて有意差検定を行った。その結果を第1蓑

に示す。

第1表　雌蛸重と繭層重および
産卵数との相関々係

試　 験　 区 蛸壷一繭層重 蛸壷一産卵数

対　　　 照 ＊　 ＊ ＊　 ＊

歓　　　 菓 ＊　 ＊ －

硬　　　 菓 ＊　 ＊ ＊

水 分 減 量 （2 5 多） ＊　 ＊ ＊　 ＊

（4 0 喀） ＊ ＊

水 分 増 量 （1 0 喀） ＊　 ＊ －

多　　　 量 ＊ ＊

少　　　 量 ＊ ＊　 ＊

緑 蚕 上 頚（120時却 － ＊　 ＊

注．＊＊1喀水準で有意　　＊5多水準で有意
一　有意差なし

表で明らかなように婦重と繭層垂，あるいは桶重と

産卵数との両者の相関程度にはかなりの違いが現れた。

すなわち，軟葉給与区では婦重と繭層重との間には高

い正の相関々係が存在したのに，産卵数との間には有

意な相関がみられなかった。また，水分増量桑給与区

でも前者と全く同様な関係となり，産卵数が桑葉水分

の多少と深い関係があることを示唆している。

これに対して少量給与では蛸壷と繭層重との相関よ

りも産卵数との間に高い相関がみられ，また，緑蚕上

演蚕では婦重と繭眉重との間には有意な相関はなかっ

たが，産卵数との間には正の高い相閑々係がみられた。

4　ま　　と　　め

原蚕飼育における5齢給与桑の質および量の2要素

が，単位雌蛸重当たりの繭層重および産卵数に及ぼす

影響について比較検討した。

その絵札　5齢中を通じて枝条の％下端の硬薫だけ

を給与したり，あるいは桑菓水分を極端（40多）に減

量した桑葉を給与すると，桶重1才当たりの繭層重は

かなり減少する。

しかし，その他の桑菓条件ではあまり影響を及ぼさ

なかった。これに対して産卵効率（嫡重1㌢当たりの

産卵数）では桑葉条件によってかなりの違いが現れた。

とくに枝条の％上端の軟葉給与や極端な水分減量桑

（40喀）を給与した場合は明らかに低下する。しか

るにある程度の水分減量桑（25帝）や標準給桑量の約

12摩滅の少量育．枝条の％下端の硬葉給与あるいは

緑蚕上残した場合等は，逆に産卵効率は高くなること

が多かった。

また，上族温度との関係では，婦重1㌢当たりの繭

層重には差はみられなかったが，産卵効率では25℃

で高く，28℃では劣る憤向があった。

以上の結果から，5齢給与桑の質および量の条件は，

単位雌踊重当たりの繭層生産に及ぼす場合と産卵効率

に及ぼす場合とでは，その影響に違いがあることが明

らかになった。

キヌボンカーペット（仮称）によるこうじかび病防除効果について

児玉　吉勝・菅野　忠信
（福島県盃試）

椎蚕共同飼育所におけるカイコのこうじかび病菌の

伝染経路としては，飼育従事者の手足および衣掛こ付

着して伝搬される可能性が非常に大きいと言われてい

る。その場合，飼育室内に病原菌が直接持ち込まれる

場合は少なく，休憩室や宿直室の畳が汚染され，そこ

を中心に病原菌の拡散が行われるものと考えられる。

このようなことから，キヌボンカーペット（仮称）を

敷くことにより，病原菌が畳に付着するのを防止する

のと同時に，胞子の発芽を阻止できれば病原菌の繁殖

を抑制し，なおかつ，飼育室内の菌量増加を抑えるも

のと考えられるので本試験を行った。

なお，キヌポソカーペット（仮称）の試作に当たっ

てお世話いただいた東北共同化学工業株式会社に対し

感謝の意を表する。

1　キヌボンカーべ，ト（仮称）による

胞子発芽抑制勅果試験

1　試験材料および方法

供試したカーペットは丸三製紙株式会社製のビ

ロシート（防水）で，薬液を＝2が当たり次の4種

類の濃度に詞合し吸着させたものを使用した。

‰1：2タ，‰2：4タ，粗さ：“㌧‰4：10タ

で，対照区には薬液を吸着させないものを使用した0

供試菌株は当試験場蚕病研究室の保存菌株PK恥55

（A8perglllu8　flaVu8－OryZa白系）で，

ツァペック寒天，平板培義で15～20日間行ったも


